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Part I : ホモトピー
テマ : 連続写像 の連続変形

例 X = S' ,Y = R
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QI : ｣ τ 連続変形" 1 に g にで ε∂ ? でそる

: ｣ τ 連続変形" ににで τ∂ ?bQ2 x できな!

(原点 でひいか ∂ )→証明 は ?どうる



Part π : 基本群

基点 ☆ を 位相空間 (X , 0] =7各
"

“基本群
"

π ,(X ,40 ) Dof s れ.

( × , x0 ) →た各 (Y
,
と｡ ) について 群準同型まで

f* : (X .6 )→π . π(Y .40 ) がDefiれ

便利な 定理( ×, 0 ) 李 (Y , と ｡ ) にて
け δ に 連続変形でする ⇒ 十 * = g*

も 対偶 の 形 で 使うことが 多 い



Part 2 : 被覆写像 例ヒッ9 の α
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φ : Y → XC77 写像Doftれ. 山
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すご､定現理 メが適切 なクラスの自腔間弧状連結
x0 εX(1 .ガア理 )

結Y → メ :
Y : 弧連y ～が π

(

X ,*insubsrompye.
ヒフク


